
横浜天声キリスト教会　　週報　第 16巻 42号（No.610）　　2021年 10月 17日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　イザヤ 53:4-5　････････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。
*賛美　･･････････････････ ３０８番　実れる田の面（も）は
*交読文　････････････････ ４８番
*使徒信条　･･････････････会衆一同
*頌栄　･･････････････････ １７８番　恵みふかきみ神よ
礼拝のための祈り　･･･････成田エクレシア：史執事　天声：小林伝道師

賛美　･･････････････････ ３０４番　ひろき母の愛

メッセージ　･･････････････ やがて巻き去られてしまうこの世で最も価値あるもの(１コリント 13章)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････ ７１番　みなささげまつり

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同
*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）
・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）
・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）
・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（第二テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　少ししかまかない者は少ししか刈り取らず、豊かにまく＿＿は豊かに刈り取る事になる。

＿＿は惜しむ心からでなく、また強いられてでもなく、自ら心で決めた通りにすべきであ

る。神は喜んで施す＿＿を愛して下さるのである。神は＿＿にあらゆる恵みを豊かに与

え、＿＿を常に全ての事に満ち足らせ、全ての良いわざに富ませる力のある方なのであ

る。「＿＿は貧しい人たちに散らして与えた。その義は永遠に続くであろう」と書いてある

通りである。種まく＿＿に種と食べるためのパンとを備えて下さる方は、＿＿にも種を備

え、それをふやし、そして＿＿の義の実を増して下さるのである。こうして、＿＿は全て

の事に豊かになって、惜しみなく施し、その施しは＿＿の手によって行われ、神に感謝

するに至るのである。なぜなら、この援助の働きは、聖徒たちの欠乏を補うだけではなく、

神に対する多くの感謝によってますます豊かになるからである。(２コリント 9:6-12)

　与えよ。そうすれば、自分にも与えられるであろう。人々はおし入れ、ゆすり入れ、あふ

れ出るまでに量をよくして、＿＿のふところに入れてくれるであろう。＿＿の量るその量り

で、自分にも量りかえされるであろうから。(ルカ 6:38)

メッセージ概要

　最近、祝福と成功の法則を学んでいる。前回、ロックフェラーが経済において大いに祝福された秘訣を

見た。それは、彼が母の教えに従い、神の国を第一としたからだ。母から言われた通り、十分の一を忠実

に捧げ、慈善のわざを惜しみなく為し、天に宝を蓄えた。それは確かに成功の法則であるが、結局、彼が

祝福された根源は、やはり、その法則を教えた  母の、御言葉中心の教育  であった事は、否定しようがない。

　ロックフェラーが母の戒めを守ったのは、母が、彼をこよなく愛し、行いで愛を示したので、母が教える神

の教えであるなら信頼して間違いないだろう、と彼が思ったから、従順し、そうして本当に祝福されたのだ。

　彼女が天に召される間際、世界一の金持ちになった息子が、間違った道に逸れず、祝福の王道から離

れないように、という愛の想いが、あの１０の書き残しから滲み出ている。彼は母の死後、それを忠実に守っ

た。1929年の世界恐慌でも、母の戒め通り、多くの人を救うために財産を解放し、ロックフェラーセンター

建設で多くの雇用を確保し、彼のした信仰と希望と愛のわざへの感謝が、今もロックフェラーセンターのク

リスマスツリー点灯式となって語り継がれている。施しを受けた人々の感謝は、神の御前に昇るものなのだ。
 

　結局、永遠に残るものとは、ロックフェラーの母が子へと残したもの、そして、ロックフェラーが母から受け

継いで、人々へ惜しみなく施したわざ、すなわち、  信仰と、希望と、愛  である。この世において、妻を、夫を、

子供を愛し、親切にしたそのわざは、妻や夫の、子供の心にずっと残り、継がれていく。闇と絶望の時世の

中で為した希望のわざも、信仰によって為した高貴なわざも、ずっと人々の心の中で、受け継がれて行く。

彼の母は、  信仰と希望と愛  を、彼に残した。  それこそ、私達も遺産として残さなければならないもの  である。

　『いつまでも存続するものは、信仰と希望と愛と、この三つである。このうちで最も大いなるものは、愛であ

る。』(１コリント 13:13)　主の再臨と共に、やがて巻き去られてしまう、  この有限の３次元宇宙で、最も価値あ  

るものは、愛である。世の富は廃れ、知恵も力も廃れ、預言も止む。それらは、永遠なる実体の「影」に過ぎ

ない。全ての本体であるキリストが来るなら、影なるものは巻き去られ、いつまでも残る「実体」だけが残る。

　愛の目指すところは「いのち」  であり、  愛が言いたい事は、「生きよ」「存在しなさい」  である。それが神様の  、  

私達に対する願望である。サタンは、「いのち」の対局の、  愛を破壊する「善悪判断」  へと誘い込み  、愛の

わざが、あたかも、損得勘定の「損」であるかのように吹き込んで、祝福の法則から、離れさせる。サタンが

最も言いたい事は「存在するな」「死ね」である。私達は、いのちと善悪判断の２つが置かれた時、いのちを

選び、「愛」と「損得勘定」が置かれた時、「愛」を選んで、サタンのわざを蹴散らす、光の勇士である。

　愛とは「関係」であり、「犠牲」であり、「時間に制約されたもの」である。やがて「あなた」と「わたし」は、別

れなければならない時が来る。それまで一緒に居られる、ささやかな時間の間、私達は、相手のいのちが

前進するために、力と、時間と、持てるものを投げうち、愛の犠牲を払って、  今、してやれる事をするべき  だ。

　愛と優しさは、イコールではない。いのちを後退させてしまう事や、御言葉の法則にかなわない事に対し

ては、厳しく戒め、正すのが、愛である。人をダメにしてしまう「偽りの優しさ」でごまかしてはならない。

　「あの人が、わたしが生きるために、犠牲を払ってくれた」という思い出は、闇の中に暖かく灯るともし火の

ような、美しい思い出として残り、その思い出は、時が経てば経つ程、感謝、喜びへと、美しく輝きを増して

行く。イエス様こそ、私達をこよなく愛し、私達が生きるために、愛の犠牲を払って下さった、神の子である。

　この限りある人生の中、  私達にできる最高の愛のわざとは、ロックフェラーの母が子へと繋いだように、永  

遠の愛なる神様へと繋げ、御言葉どおりに生きるようにする、あらゆる営みである。親が子へ、伝道者が神

様を知らない人へ、永遠の愛なるお方・イエス・キリストを伝える愛のわざこそ、この宇宙で何よりも尊い。

　私達はまず、身近にいる相手の心に、愛されているという感覚の、暖かなともし火を灯す所から始めよう。

今、与えられている財や、力、時間を活用して。それが、愛なる主に喜ばれる事であり、そのようにする人

に、主は、さらに押入れ、ゆすり入れして与えられる。もっと多くの人に、喜びのともし火を灯すために。

　天と地において最大に価値があり、評価されるものは、愛である。与えられた賜物を用いて、愛に裏付け

された信仰と希望という資産を受け継がせ、素晴らしい希望の将来を愛する人のために用意し、永遠に朽

ちる事の無い冠を、日々、備えて行く皆さんでありますように！イエス様の名前によって祝福します！



お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

主日礼拝（日曜）

日本語礼拝                  　礼拝 11:00
食事・フェローシップ 　      13:00～

English Service　　　          　　 14:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～

　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～

　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:00～

水曜礼拝

　1 部                                           　13:00～

　2 部                                           　19:00～

金曜祈祷会                                   19:00～

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会  

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6番 B 出口を出てまっすぐ徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1Fがファミリーマートになっております。

第 16巻 42号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2021年 10月 17日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voice.of.christ.yokohama/
email：　ephes_03-tensei＠yahoo.co.jp

聖書メッセージをメールで

お届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://voice.of.christ.yokohama/
http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

